
　小学校入学後、登下校などで一人で歩く時間が増えること
で、年齢別では他と比べて７歳の事故が多くなっています。
７歳の平均身長はおよそ120㎝。大人より低い視線から見る
と、塀や低木などに遮られて、道路の状況が見えづらくなりま
す。さらに、突然走りだす、縁石の上を歩くなど、思いがけな
い行動をとることも。だからこそ、こどもを見かけたら迷わず
スピードを落とすことは、ドライバーの責務です。

　佐賀県では、「７さいめせんのこうつうあんぜん」として、こ
どもの視点に立った交通安全対策を進めていきます。

７さいめせんのこうつうあんぜん  こどもと大人は目線が異なります
県民一人ひとりが「交通事故ゼロ」を目指
し、自らの行動を見直す交通安全の取り
組みです。
県では、ハード［交差点の環境整備など］、
ソフト［意識醸成］両面から交通事故ゼロ
を目指しています。

歩行者の命にかかわる事故になるかは、車のスピードで決まります。
車の速度が時速30㎞を超えると、歩行者の致死率は急激に上昇します。

道路の一部をゆるやかに盛り上げた部分のこ
とです。色をつけて目立たせることでドライバー
が手前で速度を落とす効果が期待できます。

知っていますか？「ハンプ」と「スムース横断歩道」の役割
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佐賀県内の歩行中の交通事故による死傷者数

※出典：佐賀県内の歩行中の交通事故死傷者数（R1～R5合計）

横断歩道の路面を盛り上げてドライバーに横
断歩道と歩行者の存在を強調し、自然に減速
を促す仕組みです。

事故を防げるのは、あなた。
焦る心に、 を。特 集 ブレーキ

ハンプ スムース横断歩道

ハンプやスムース横断歩道は
重大な事故を防ぐ「カギ」です。
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ウインカーは曲がる30メー
トル前から必ず出して周囲に

意思表示をしてね！
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